
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過  去  問  題  集 
 

 

 

  【過去問題について】 

 

    １．前年度に（志願者があり）実施された入学試験の問題のみ公表しています。 

 

    ２．「外国語」「日本語」においては、母国語での受験はできません。 

 

    ３．実施方法（試験時間等）については、各研究科の「募集要項」を参照してください。 

 

    ４．ここに掲載されている過去問題のうち、著作権を有する問題（引用文献等）について 

      は、すべて著作権許諾を行った上で掲載しています。 
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1 

20
24
年
度
入
学
試
験
（

2
期
）
経
済
学
研
究
科
・
修
士
課
程

 

留
学
生
入
試

 
筆
記
試
験
問
題

 

【
専
門
科
目
：
理
論
経
済
学
】

 

 

20
24
年

2
月

19
日
（
月
）
実
施
 

東
京
経
済
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
 

＊
解
答
は
別
紙
の
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。

 

 ※
全
て
の
問
題
に
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
解
答
に
お
け
る
計
算
過
程
や
論
理
展
開
も
採
点
対
象
に
な

り
ま
す
の
で
解
答
用
紙
に
記
述
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
答
え
の
み
の
解
答
は
、
た
と
え
正
し
く
と
も

減
点
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
 問
題

1.
 

J
国
に
お
い
て
、
あ
る
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
の
需
要
と
供
給
が
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

 
需
要
：
𝑄𝑄
=
60

−
𝑃𝑃 

供
給
：
𝑄𝑄
=
2𝑃𝑃

 
こ
こ
で
、
𝑃𝑃は
暗
号
資
産

1
単
位
当
た
り
の
取
引
価
格
、
𝑄𝑄は
暗
号
資
産
の
需
要
量
も
し
く
は
供
給
量
を
表

し
て
い
る
。
こ
の
時
、
以
下
の
問
題
に
答
え
よ
。

 
 1-

1.
 こ
の
暗
号
資
産
市
場
に
お
け
る
、
均
衡
価
格
、
消
費
者
余
剰
、
生
産
者
余
剰
、
総
余
剰
を
求
め
よ
。

 
 1-

2.
 政
府
は
こ
の
暗
号
資
産
に
対
し
、
次
の

2
つ
の
価
格
規
制
案
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
規
制

を
導
入
し
た
際
の
消
費
者
余
剰
、
生
産
者
余
剰
、
死
荷
重
を
求
め
よ
。

 
①

 暗
号
資
産
の
投
機
を
防
止
し
、
過
度
な
価
格
上
昇
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
暗
号
資
産
の
上

限
価
格
を

10
と
す
る
。

 
②

 マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
等
の
違
法
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
、暗
号
資
産
の
下
限
価
格
を

30
と
す
る
。

 
 1-

3.
 政
府
は
暗
号
資
産
市
場
の
整
備
の
た
め
に
、
生
産
者
に
対
し
て
次
の

2
つ
の
課
税
案
を
検
討
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
を
課
し
た
際
の
消
費
者
余
剰
、
生
産
者
余
剰
、
政
府
余
剰
（
税
収
）
、
死
荷
重
を
求

め
よ
。

 
①

 生
産
者
に
暗
号
資
産

1
単
位
当
た
り

15
の
従
量
税
を
課
す
。

 
②

 生
産
者
に

20
0
の
一
括
税
を
課
す
。

 
  問
題

2.
 

ソ
ロ
ー

(S
ol

ow
)型
の
新
古
典
派
経
済
成
長
モ
デ
ル
を
考
え
る
。
𝑡𝑡 
期
に
お
け
る
生
産
量
を

 𝑌𝑌
𝑡𝑡, 
資
本
ス
ト

ッ
ク
を

 𝐾𝐾
𝑡𝑡, 
人
口
を

 𝐿𝐿
𝑡𝑡 
と
し
、
以
下
の
生
産
関
数

 𝐹𝐹
 を
定
義
す
る
。

 
𝑌𝑌 𝑡𝑡
=
𝐹𝐹(
𝐾𝐾 𝑡𝑡
,𝐿𝐿

𝑡𝑡)
=
𝐾𝐾 𝑡𝑡𝛼𝛼

𝐿𝐿 𝑡𝑡1
−𝛼𝛼

 

2 

こ
こ
で
、
𝛼𝛼
∈
( 0
,1)

 は
定
数
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
𝐾𝐾 𝑡𝑡
,𝐿𝐿

𝑡𝑡 
は
以
下
の
資
本
蓄
積
式
と
人
口
変
化
式
を
満
た

す
。

 
𝐾𝐾 𝑡𝑡

+1
=
𝐼𝐼 𝑡𝑡
+
𝐾𝐾 𝑡𝑡
,

𝐿𝐿 𝑡𝑡
+1

=
( 1
+
𝑛𝑛)
𝐿𝐿 𝑡𝑡
, 

こ
こ
で
、
𝐼𝐼 𝑡𝑡 
は

 𝑡𝑡
 期
に
お
け
る
投
資
量
、
定
数

 𝑛𝑛
>
0 
は
人
口
成
長
率
を
表
す
。
ま
た
、
𝑡𝑡 
期
に
お
け
る

貯
蓄
量
は
定
数

 𝑠𝑠
∈
( 0
,1)

 を
用
い
て

 𝑆𝑆
𝑡𝑡
=
𝑠𝑠𝑌𝑌

𝑡𝑡 
と
表
さ
れ
、
𝑡𝑡 
期
に
お
け
る
消
費
量
は

 𝐶𝐶
𝑡𝑡
=
𝑌𝑌 𝑡𝑡
−
𝑆𝑆 𝑡𝑡
, 

財
市
場
に
お
け
る
均
衡
条
件
は

 𝑌𝑌
𝑡𝑡
=
𝐶𝐶 𝑡𝑡
+
𝐼𝐼 𝑡𝑡 
と
な
る
。
こ
の
時
、
以
下
の
問
題
に
答
え
よ
。

 
 2-

1.
 一
人
当
た
り
資
本

 𝑘𝑘
𝑡𝑡
≔

𝐾𝐾 𝑡𝑡
𝐿𝐿 𝑡𝑡⁄

 が
従
う
差
分
方
程
式
を
求
め
よ
。

 
 2-

2.
 定
常
状
態
に
お
け
る
一
人
当
た
り
資
本

 𝑘𝑘
∗  
を
求
め
よ
。
た
だ
し
、
𝑘𝑘∗

>
0 
と
す
る
。

 
 2-

3.
 黄
金
律
と
は
何
か
を
簡
潔
に
説
明
し
た
上
で
、
黄
金
律
に
お
け
る
貯
蓄
率

 𝑠𝑠
𝑔𝑔  
を
求
め
よ
。

 
 2-

4.
 こ
の
ソ
ロ
ー
型
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
カ
ル
ド
ア

(K
al

do
r)
の
定
型
化
さ
れ
た
事
実
の
一

つ
で
あ
る
「
生
産
量
と
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
成
長
率
は
ほ
ぼ
等
し
い
」
を
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
を
数
理
的
分

析
に
基
づ
き
述
べ
よ
。

 
  問
題

3.
 

3-
1.

 A
氏
と

B
氏
は
来
月
の
休
日
に
、
大
阪
に
旅
行
に
行
く
か
、
福
岡
に
旅
行
に
行
く
か
を
決
め
よ
う
と

し
て
い
る
。

A
氏
と

B
氏
は
、
二
人
の
意
見
が
一
致
す
れ
ば
二
人
で
一
緒
に
旅
行
に
行
き
、
意
見
が
違
え

ば
旅
行
を
取
り
や
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

A
氏
と

B
氏
の
選
択
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
得
表
は
次
で
表

さ
れ
る
。

 
       こ
こ
で
、
利
得
表
中
の
カ
ッ
コ
は

(A
氏
の
利
得

, B
氏
の
利
得

)を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

A
氏
と

B
氏

の
意
思
決
定
を
同
時
手
番
ゲ
ー
ム
と
見
な
し
た
時
の
、
混
合
戦
略
を
含
め
た
全
て
の
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
を
求

め
よ
。

 
 3-

2.
 「
ど
の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
は
常
に
パ
レ
ー
ト
最
適
で
あ
る
」
と
い
う
命

題
が
真
で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
を
示
し
、
偽
で
あ
る
な
ら
ば
反
例
を
示
せ
。

 
 

 
B
氏
は
大
阪
に
行
く

 
B
氏
は
福
岡
に
行
く

 

A
氏
は
大
阪
に
行
く

 
(5

, 2
) 

(0
, 0

) 

A
氏
は
福
岡
に
行
く

 
(0

, 0
) 

(2
, 5

) 

経済学研究科
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3 

3-
3.

 プ
ラ
イ
ス
・
テ
イ
カ
ー
で
あ
る
消
費
者
は
、

2
財
Ｃ

, D
を
そ
れ
ぞ
れ

 𝑥𝑥
𝐶𝐶
≥
0,
𝑥𝑥 𝐷𝐷

≥
0 
だ
け
消
費

す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
効
用

 𝑢𝑢
( 𝑥𝑥

𝐶𝐶,
𝑥𝑥 𝐷𝐷
)  
を
得
る
。

 

𝑢𝑢(
𝑥𝑥 𝐶𝐶
,𝑥𝑥

𝐷𝐷
) =

1 3√
𝑥𝑥 𝐶𝐶

+
2 3√

𝑥𝑥 𝐷𝐷
 

ま
た
、
財

C,
 D

 の
価
格
は
そ
れ
ぞ
れ

 𝑝𝑝
𝐶𝐶
>
0,
𝑝𝑝 𝐷𝐷

>
0 
で
あ
り
、
消
費
者
は
外
生
的
な
所
得

 𝐼𝐼
>
0 
を

得
る
。
こ
の
時
、
予
算
制
約
の
下
で
の
効
用
最
大
化
問
題
を
定
式
化
し
、
そ
れ
を
解
く
こ
と
で
、
予
算
制

約
の
下
で
効
用
を
最
大
化
さ
せ
る
消
費
量

 𝑥𝑥
𝐶𝐶∗ ,
𝑥𝑥 𝐷𝐷∗

 を
求
め
よ
。
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  ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 
  

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
  

入
学

選
考

試
験

問
題

 
（
１
科
目
１
題
：
試
験
時
間
６
０
分
）

 
【

 １
２
：
３
０

 ～
 １

３
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

日
 
本
 
語

 
   

■
 注

意
事
項

 ■
 

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  

  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

 
   

  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
①
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
使
用
の
こ
と

。
 

 
 

 
 
②
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に
 

注
意
す
る
こ
と
。
 

   
（
２
）
解
答
は
、
日
本
語
で
行
う
こ
と
。

 
辞
書
の
参
照
可
。
た
だ
し
、
電
子
辞
書
・
専
門
用
語
辞
書
は
不
可
。

  
   
（
３
）
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
 
 
 
 
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
 
 
 
 
③
携
帯
電
話
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

 
  

  
  

  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、「

不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

 
   
（
４
）
試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 

       

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
 大

学
院

経
営

学
研

究
科

・
修

士
課

程
  

  
  

  
  

 
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 

入
学

選
考

試
験

問
題

  
（
試
験
時
間

  
１
題

  
６
０
分
）

 
【

 １
２
：
３
０

 ～
 １

３
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
経

営
学

研
究

科
 

 ※
  
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
提
出
す
る
こ
と

。
 

 問問
  
題題
  
 
  

  
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
提
供
す
る
際
に
企
業
が
注
意
す
る
（
注
目
す
る
）
点
や
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
際
に
需
要
者

が
注
意
す
る
（
注
目
す
る
）
点
に
つ
い
て
、
自
国
と
日
本
と
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
と
を
、
60
0
字
以
上
、
80
0
字

以
内
（
句
読
点
を
含
む
）
の
文
字
数
で
述
べ
な
さ
い
。
な
お
、
改
段
落
の
際
に
生
じ
る
空
欄
は
文
字
数
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

        

日
 
本
 
語

 

  ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 
  

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
  

入
学

選
考

試
験

問
題

 
（
１
科
目
１
題
：
試
験
時
間
６
０
分
）

 
【

 １
２
：
３
０

 ～
 １

３
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

日
 
本
 
語

 
   

■
 注

意
事
項

 ■
 

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  

  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

 
   

  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
①
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
使
用
の
こ
と

。
 

 
 

 
 
②
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に
 

注
意
す
る
こ
と
。
 

   
（
２
）
解
答
は
、
日
本
語
で
行
う
こ
と
。

 
辞
書
の
参
照
可
。
た
だ
し
、
電
子
辞
書
・
専
門
用
語
辞
書
は
不
可
。

  
   
（
３
）
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
 
 
 
 
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
 
 
 
 
③
携
帯
電
話
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

 
  

  
  

  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、「

不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

 
   
（
４
）
試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 

       

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
 大

学
院

経
営

学
研

究
科

・
修

士
課

程
  

  
  

  
  

 
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 

入
学

選
考

試
験

問
題

  
（
試
験
時
間

  
１
題

  
６
０
分
）

 
【

 １
２
：
３
０

 ～
 １

３
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
経

営
学

研
究

科
 

 ※
  
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
提
出
す
る
こ
と

。
 

 問問
  
題題
  
 
  

  
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
提
供
す
る
際
に
企
業
が
注
意
す
る
（
注
目
す
る
）
点
や
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
際
に
需
要
者

が
注
意
す
る
（
注
目
す
る
）
点
に
つ
い
て
、
自
国
と
日
本
と
で
共
通
す
る
と
こ
ろ
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
と
を
、
60
0
字
以
上
、
80
0
字

以
内
（
句
読
点
を
含
む
）
の
文
字
数
で
述
べ
な
さ
い
。
な
お
、
改
段
落
の
際
に
生
じ
る
空
欄
は
文
字
数
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

        

日
 
本
 
語
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  ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 
  

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
  

入
学

選
考

試
験

問
題

 
（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

専
門

科
目

 
   

■
 注

意
事
項

 ■
 

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  

  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

 
   

  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
  
（
１
）

 志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
に
つ
い
て
、
問
題
１
、
問
題
２
と
も
解
答
す
る
こ
と
。【

必
答
】

 
  

  
  
（
２
）

 解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
 
①
問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

 
  

  
  
②
２
枚
と
も
、
志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
の
解
答
用
紙
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
の
こ
と
。

 
③
問
題
の
中
で
「
問
が
複
数
あ
る
場
合
」

 お
よ
び

 「
問
を
選
択
し
て
解
答
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る
場
合
」
は
、

 
必
ず
解
答
の
前
に
「
解
答
し
た
問
番
号
等
を
明
記
」
し
て
か
ら
、
解
答
を
始
め
る
こ
と
。

 
  

  
  
④
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に

 
注
意
す
る
こ
と
。

 
   
（
３
）

 「
持
込
不
可
」

 
  

  
  
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
  

  
  
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
  

  
  
③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

 
  

  
  

  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、
「
不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

 
   
（
４
）

 試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 

  

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

  【【
経経
営営
学学
】】
    
  
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
次次
のの
問問
１１
、、
問問
２２
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
戦
略
論
の
発
展
に
お
い
て
、
主
に

19
80

年
代
に
展
開
さ
れ
た
競
争
戦
略
論
と
、
主
に

19
90

年
代
に
展
開
さ
れ
た
資

源
ベ
ー
ス
論
（
re
so
ur
ce
-b
as
ed
 v
ie
w）

に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
競
争
戦
略
論
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
資
源
ベ
ー
ス
論
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
ポ
ー
タ
ー
 
(M
. 
Po
rt
er
) 
の
い
う
コ
ス
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
、
差
別
化
戦
略
、
集
中
戦
略
の
３
つ
の
基
本

戦
略
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
コ
ス
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
、
差
別
化
戦
略
、
集
中
戦
略
の
３
つ
の
基
本
戦
略
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し

な
さ
い
。
 

（
２
）（

１
）
の
３
つ
の
基
本
戦
略
が
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
、
各
戦
略
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

  問問
題題

２２
  
  
 次次

のの
問問
１１
、、
問問
２２
、、
問問
３３
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
科
学
的
管
理
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
科
学
的
管
理
法
が
登
場
し
た
背
景
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
科
学
的
管
理
法
に
お
け
る
課
業
を
合
理
的
に
管
理
す
る
方
法
と
そ
の
原
則
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
科
学
的
管
理
法
の
問
題
点
を
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
階
層
説
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
マ
ズ
ロ
ー
は
、
人
間
行
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
基
本
的
仮
定
を
お
い
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
マ
ズ
ロ
ー
が
提
示
し
た
５
つ
の
欲
求
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
階
層
説
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
管
理
方
針
が
示
唆
さ
れ
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
３
 
職
能
別
組
織
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
職
能
別
組
織
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
職
能
別
組
織
の
長
所
・
短
所
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
職
能
別
組
織
と
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
の
相
違
点
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

  

 

  ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 
  

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
  

入
学

選
考

試
験

問
題

 
（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

専
門

科
目

 
   

■
 注

意
事
項

 ■
 

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  

  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

 
   

  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
  
（
１
）

 志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
に
つ
い
て
、
問
題
１
、
問
題
２
と
も
解
答
す
る
こ
と
。【

必
答
】

 
  

  
  
（
２
）

 解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
 
①
問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

 
  

  
  
②
２
枚
と
も
、
志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
の
解
答
用
紙
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
の
こ
と
。

 
③
問
題
の
中
で
「
問
が
複
数
あ
る
場
合
」

 お
よ
び

 「
問
を
選
択
し
て
解
答
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る
場
合
」
は
、

 
必
ず
解
答
の
前
に
「
解
答
し
た
問
番
号
等
を
明
記
」
し
て
か
ら
、
解
答
を
始
め
る
こ
と
。

 
  

  
  
④
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に

 
注
意
す
る
こ
と
。

 
   
（
３
）

 「
持
込
不
可
」

 
  

  
  
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
  

  
  
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
  

  
  
③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

 
  

  
  

  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、
「
不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

 
   
（
４
）

 試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 

  

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

  【【
経経
営営
学学
】】
    
  
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
次次
のの
問問
１１
、、
問問
２２
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
戦
略
論
の
発
展
に
お
い
て
、
主
に

19
80

年
代
に
展
開
さ
れ
た
競
争
戦
略
論
と
、
主
に

19
90

年
代
に
展
開
さ
れ
た
資

源
ベ
ー
ス
論
（
re
so
ur
ce
-b
as
ed
 v
ie
w）

に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
競
争
戦
略
論
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
資
源
ベ
ー
ス
論
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
ポ
ー
タ
ー
 
(M
. 
Po
rt
er
) 
の
い
う
コ
ス
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
、
差
別
化
戦
略
、
集
中
戦
略
の
３
つ
の
基
本

戦
略
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
コ
ス
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
、
差
別
化
戦
略
、
集
中
戦
略
の
３
つ
の
基
本
戦
略
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し

な
さ
い
。
 

（
２
）（

１
）
の
３
つ
の
基
本
戦
略
が
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
、
各
戦
略
に
つ
い
て
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

  問問
題題

２２
  
  
 次次

のの
問問
１１
、、
問問
２２
、、
問問
３３
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
科
学
的
管
理
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
科
学
的
管
理
法
が
登
場
し
た
背
景
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
科
学
的
管
理
法
に
お
け
る
課
業
を
合
理
的
に
管
理
す
る
方
法
と
そ
の
原
則
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
科
学
的
管
理
法
の
問
題
点
を
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
階
層
説
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
マ
ズ
ロ
ー
は
、
人
間
行
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
基
本
的
仮
定
を
お
い
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
マ
ズ
ロ
ー
が
提
示
し
た
５
つ
の
欲
求
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
階
層
説
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
管
理
方
針
が
示
唆
さ
れ
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
３
 
職
能
別
組
織
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
職
能
別
組
織
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
職
能
別
組
織
の
長
所
・
短
所
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
職
能
別
組
織
と
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
の
相
違
点
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
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 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
１
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
３
年
１
０
月
 

７
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

   【【
商商
学学
】】
  
    
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
以以
下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
ハ
ワ
ー
ド
=シ

ェ
ス
・
モ
デ
ル
に
お
け
る
「
包
括
的
問
題
解
決
(E
PS
)」
「
限
定
的
問
題
解
決
(L
PS
)」
「
常
軌
的
反
応

行
動
(R
RB
)」

の
3
類
型
に
つ
い
て
、
自
分
が
経
験
し
た
例
も
挙
げ
つ
つ
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
次
の
単
語
の
う
ち
２
つ
を
選
ん
で
説
明
し
な
さ
い
。
 

①
 
需
要
の
交
差
価
格
弾
力
性
 

②
 
ブ
ラ
ン
ド
・
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
 

③
 
効
果
階
層
反
応
仮
説
 

 

  問問
題題

２２
  
  
 以以

下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
ネ
ッ
ト
小
売
の
普
及
な
ど
に
伴
っ
て
増
加
し
か
ね
な
い
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
問
題
と
は
何
か
、
通
信
販
売
と
い
う
用

語
を
用
い
て
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
次
の
単
語
の
う
ち
２
つ
を
選
ん
で
説
明
し
な
さ
い
。
 

①
 
ニ
ー
ル
セ
ン
の
「
真
空
地
帯
理
論
」
 

②
 
一
店
一
帳
合
制
 

③
 
開
発
輸
入
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  ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 
  

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
  

入
学

選
考

試
験

問
題

 
（
１
科
目
１
題
：
試
験
時
間
６
０
分
）

 
【

 １
２
：
３
０

 ～
 １

３
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

日
 
本
 
語

 
 

  
■

 注
意
事
項

 ■
 

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  

  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

 
   

  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
①
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
使
用
の
こ
と

。
 

 
 

 
 
②
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に
 

注
意
す
る
こ
と
。
 

   
（
２
）
解
答
は
、
日
本
語
で
行
う
こ
と
。

 
辞
書
の
参
照
可
。
た
だ
し
、
電
子
辞
書
・
専
門
用
語
辞
書
は
不
可
。

  
   
（
３
）
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
 
 
 
 
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
 
 
 
 
③
携
帯
電
話
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

 
  

  
  

  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、「

不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

 
   
（
４
）
試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 

       

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
 大

学
院

経
営

学
研

究
科

・
修

士
課

程
  

  
  

  
  

 
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 

入
学

選
考

試
験

問
題

  
（
試
験
時
間

  
１
題

  
６
０
分
）

 
【

 １
２
：
３
０

 ～
 １

３
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
経

営
学

研
究

科
 

 ※
  
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
提
出
す
る
こ
と

。
 

 問問
  
題題
  
 
  

  
日
常
生
活
の
中
で
自
分
自
身
が
口
に
す
る
料
理
や
食
材
に
関
し
て
、
自
国
と
日
本
と
の
共
通
点
と
相
違
点
と
を
、
60
0
字
以
上
、
80
0

字
以
内
（
句
読
点
を
含
む
）
の
文
字
数
で
述
べ
な
さ
い
。
な
お
、
改
段
落
の
際
に
生
じ
る
空
欄
は
文
字
数
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

        

日
 
本
 
語

 

  ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 
  

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
  

入
学

選
考

試
験

問
題

 
（
１
科
目
１
題
：
試
験
時
間
６
０
分
）

 
【

 １
２
：
３
０

 ～
 １

３
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

日
 
本
 
語

 
 

  
■

 注
意
事
項

 ■
 

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  

  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

 
   

  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
（
１
）
解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
 
 
①
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
使
用
の
こ
と

。
 

 
 

 
 
②
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に
 

注
意
す
る
こ
と
。
 

   
（
２
）
解
答
は
、
日
本
語
で
行
う
こ
と
。

 
辞
書
の
参
照
可
。
た
だ
し
、
電
子
辞
書
・
専
門
用
語
辞
書
は
不
可
。

  
   
（
３
）
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
 
 
 
 
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
 
 
 
 
③
携
帯
電
話
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

 
  

  
  

  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、「

不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

 
   
（
４
）
試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 

       

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
 大

学
院

経
営

学
研

究
科

・
修

士
課

程
  

  
  

  
  

 
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 

入
学

選
考

試
験

問
題

  
（
試
験
時
間

  
１
題

  
６
０
分
）

 
【

 １
２
：
３
０

 ～
 １

３
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
経

営
学

研
究

科
 

 ※
  
「
受
験
番
号
」
欄
の
あ
る
解
答
用
紙
（
１
枚
）
を
提
出
す
る
こ
と

。
 

 問問
  
題題
  
 
  

  
日
常
生
活
の
中
で
自
分
自
身
が
口
に
す
る
料
理
や
食
材
に
関
し
て
、
自
国
と
日
本
と
の
共
通
点
と
相
違
点
と
を
、
60
0
字
以
上
、
80
0

字
以
内
（
句
読
点
を
含
む
）
の
文
字
数
で
述
べ
な
さ
い
。
な
お
、
改
段
落
の
際
に
生
じ
る
空
欄
は
文
字
数
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

        

日
 
本
 
語
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 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 
  

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
  

入
学

選
考

試
験

問
題

 
（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

専
門

科
目

 
   

■
 注

意
事
項

 ■
 

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  

  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

 
   

  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
  
（
１
）

 志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
に
つ
い
て
、
問
題
１
、
問
題
２
と
も
解
答
す
る
こ
と
。【

必
答
】

 
  

  
  
（
２
）

 解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
 
①
問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

 
  

  
  
②
２
枚
と
も
、
志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
の
解
答
用
紙
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
の
こ
と
。

 
③
問
題
の
中
で
「
問
が
複
数
あ
る
場
合
」

 お
よ
び

 「
問
を
選
択
し
て
解
答
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る
場
合
」
は
、

 
必
ず
解
答
の
前
に
「
解
答
し
た
問
番
号
等
を
明
記
」
し
て
か
ら
、
解
答
を
始
め
る
こ
と
。

 
  

  
  
④
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に

 
注
意
す
る
こ
と
。

 
   
（
３
）

 「
持
込
不
可
」

 
  

  
  
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
  

  
  
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
  

  
  
③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

 
  

  
  

  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、
「
不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

 
   
（
４
）

 試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 

  

２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

  【【
経経
営営
学学
】】
    
  
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
次次
のの
問問
１１
、、
問問
２２
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
（
２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
 （

J.
 
A.
 S
ch
um
pe
te
r）

に
よ
る
革
新
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
企
業
規
模
と
技
術
革
新
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
規
模
で
あ
る
こ
と
が
技
術
革
新
に
と
っ
て
有
利
な
の
か
、
小
規
模
で
 

あ
る
こ
と
が
有
利
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
論
じ
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
経
営
の
国
際
化
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
海
外
市
場
へ
の
参
入
方
法
を
少
な
く
と
も
５
つ
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
海
外
進
出
に
お
け
る
マ
ル
チ
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

 

  問問
題題

２２
  
  
 次次

のの
問問
１１
、、
問問
２２
、、
問問
３３
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
企
業
組
織
に
お
け
る
人
間
観
（
人
間
モ
デ
ル
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
経
済
人
、
社
会
人
、
自
己
実
現
人
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）（

１
）
で
挙
げ
た
３
つ
の
人
間
観
に
共
通
す
る
問
題
点
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
第
４
の
人
間
観
に
つ
い
て
説
明
し
 

な
さ
い
。
 

（
３
）
社
会
人
の
人
間
観
に
基
づ
く
人
間
関
係
論
と
は
ど
の
よ
う
な
理
論
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
ハ
ー
ズ
バ
ー
グ
の
動
機
づ
け
―
衛
生
理
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
動
機
づ
け
要
因
と
衛
生
要
因
と
は
何
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
動
機
づ
け
―
衛
生
理
論
は
従
来
の
理
論
と
異
な
る
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
動
機
づ
け
―
衛
生
理
論
の
問
題
点
を
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
３
 
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
理
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
意
味
を
説
明
し
た
上
で
、
狭
義
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
は
そ
の
中
の
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
 

ー
シ
ッ
プ
を
取
り
上
げ
て
き
た
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
資
質
理
論
と
は
ど
の
よ
う
な
理
論
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
資
質
理
論
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

  

 

 

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 
  

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
  

入
学

選
考

試
験

問
題

 
（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

 
２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

専
門

科
目

 
   

■
 注

意
事
項

 ■
 

 
 

問問
題題
用用
紙紙
・・
解解
答答
用用
紙紙
とと
もも
封封
筒筒
のの
中中
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
がが
、、
試試
験験
開開
始始
のの
指指
示示
がが
ああ
るる
まま
でで
封封
筒筒
かか
らら
出出
ささ
なな
いい
ここ
とと
。。

  
  

  
試
験
開
始
ま
で
の
間
に
、
熟
読
し
て
下
さ
い
。

 
   

  
解
答
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
  
（
１
）

 志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
に
つ
い
て
、
問
題
１
、
問
題
２
と
も
解
答
す
る
こ
と
。【

必
答
】

 
  

  
  
（
２
）

 解
答
用
紙
に
つ
い
て

 
 
 
 
①
問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。

 
  

  
  
②
２
枚
と
も
、
志
願
票
に
記
載
し
た
「
専
門
科
目
」
の
解
答
用
紙
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
の
こ
と
。

 
③
問
題
の
中
で
「
問
が
複
数
あ
る
場
合
」

 お
よ
び

 「
問
を
選
択
し
て
解
答
す
る
よ
う
指
示
が
あ
る
場
合
」
は
、

 
必
ず
解
答
の
前
に
「
解
答
し
た
問
番
号
等
を
明
記
」
し
て
か
ら
、
解
答
を
始
め
る
こ
と
。

 
  

  
  
④
解
答
用
紙
の
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
表
面
下
部
の
「
裏
面
に
続
く
」
欄
を
○
で
囲
み
、
裏
面
の
書
き
始
め
に

 
注
意
す
る
こ
と
。

 
   
（
３
）

 「
持
込
不
可
」

 
  

  
  
①
受
験
票
，
筆
記
用
具
，
時
計
以
外
の
物
は
、
カ
バ
ン
の
中
に
収
納
し
た
上
で
、
隣
の
座
席
に
置
く
こ
と
。

 
  

  
  
②
特
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
等
は
、
机
の
上
に
置
か
な
い
こ
と
。

 
  

  
  
③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
，
通
信
機
器
等
は
、
時
計
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
必
ず
電
源
を
切
る
こ
と
。

 
  

  
  

  
※

  
こ
れ
ら
を
守
ら
な
い
場
合
は
、
「
不
正
行
為
」
と
見
な
す
。

 
   
（
４
）

 試
験
室
内
で
は
、
す
べ
て
監
督
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

 

  

２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

  【【
経経
営営
学学
】】
    
  
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
次次
のの
問問
１１
、、
問問
２２
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
革
新
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
（
２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
 （

J.
 
A.
 S
ch
um
pe
te
r）

に
よ
る
革
新
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
企
業
規
模
と
技
術
革
新
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
規
模
で
あ
る
こ
と
が
技
術
革
新
に
と
っ
て
有
利
な
の
か
、
小
規
模
で
 

あ
る
こ
と
が
有
利
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
論
じ
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
経
営
の
国
際
化
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）（

２
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
海
外
市
場
へ
の
参
入
方
法
を
少
な
く
と
も
５
つ
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
海
外
進
出
に
お
け
る
マ
ル
チ
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
戦
略
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

 

  問問
題題

２２
  
  
 次次

のの
問問
１１
、、
問問
２２
、、
問問
３３
のの
中中
かか
らら
、、
いい
ずず
れれ
かか
１１
つつ
をを
選選
択択
しし
てて
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
企
業
組
織
に
お
け
る
人
間
観
（
人
間
モ
デ
ル
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
経
済
人
、
社
会
人
、
自
己
実
現
人
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）（

１
）
で
挙
げ
た
３
つ
の
人
間
観
に
共
通
す
る
問
題
点
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
第
４
の
人
間
観
に
つ
い
て
説
明
し
 

な
さ
い
。
 

（
３
）
社
会
人
の
人
間
観
に
基
づ
く
人
間
関
係
論
と
は
ど
の
よ
う
な
理
論
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
ハ
ー
ズ
バ
ー
グ
の
動
機
づ
け
―
衛
生
理
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
動
機
づ
け
要
因
と
衛
生
要
因
と
は
何
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
動
機
づ
け
―
衛
生
理
論
は
従
来
の
理
論
と
異
な
る
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
動
機
づ
け
―
衛
生
理
論
の
問
題
点
を
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
３
 
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
理
論
に
つ
い
て
、
以
下
の
（
１
）
～
（
３
）
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
意
味
を
説
明
し
た
上
で
、
狭
義
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
は
そ
の
中
の
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
 

ー
シ
ッ
プ
を
取
り
上
げ
て
き
た
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
資
質
理
論
と
は
ど
の
よ
う
な
理
論
か
、
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
３
）
資
質
理
論
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
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 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

   【【
商商
学学
】】
  
    
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
以以
下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
歴
史
的
変
遷
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
整
理
・
説
明
し
た
後
、
当
該
領
域
の
今

日
的
な
重
要
性
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
あ
げ
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
論
じ
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
次
の
用
語
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。
 

①
 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
「
差
別
化
」
 

②
 
市
場
細
分
化
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

   問問
題題

２２
  
  
 以以

下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
19
90

年
代
前
後
か
ら
多
数
の
バ
イ
ヤ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
取
引
を
行
う

e
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

プ
レ
イ
ス
が
構
築
さ
れ
た
。
そ
の
参
加
者
た
ち
に
も
た
ら
す
効
用
を
、
代
表
的
な

e
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
プ
レ
イ
ス
を
具
体
的

に
あ
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
次
の
用
語
の
う
ち
２
つ
を
選
ん
で
説
明
し
な
さ
い
。
 

①
 
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
 

②
 
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
 

③
 
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

   

 

       

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

   【【
経経
済済
学学
】】
    
  
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
以以
下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
ギ
ッ
フ
ェ
ン
財
と
は
、
ど
の
よ
う
な
財
か
、
具
体
例
を
あ
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。
説
明
に
あ
た
り
「
価
格
下
落
」
、

「
所
得
効
果
」、
「
代
替
効
果
」
の
用
語
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
用
語
を
使
用
す
る
と
き
、
用
語
に
下
線
（
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
）
を
引
く
こ
と
。
 

 

問
２
 
独
占
企
業
の
逆
需
要
曲
線
が

p＝
25
00
－
5q

で
、
総
費
用
曲
線
（
TC
）
が

TC
＝
5q

2 ＋
10
0q
＋
20

で
与
え
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
p：

価
格
、
q：

数
量
 
と
す
る
。
 

（
１
）
独
占
企
業
が
利
潤
を
最
大
に
す
る
と
き
の
価
格
と
生
産
量
を
計
算
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
独
占
企
業
が
利
潤
を
最
大
に
す
る
と
き
と
、
社
会
的
余
剰
を
最
大
に
す
る
よ
う
に
政
府
が
介
入
す
る
と
き
で
、
社
 

会
的
余
剰
の
大
き
さ
は
ど
の
く
ら
い
変
化
す
る
か
、
計
算
し
な
さ
い
。
 

   問問
題題

２２
  
  
 以以

下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
以
下
の
マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
 

E＝
C＋

I＋
G,
  
C＝

30
＋
0.
75
(Y
－
T)
, 
 T
＝
20
, 
 I
＝
20
0,
  
G＝

13
0.
 

た
だ
し
、
E：

計
画
支
出
、
Y：

総
所
得
、
C：

消
費
、
I：

投
資
、
G：

政
府
支
出
、
T：

租
税
 
と
す
る
。
 

ま
た
、
Y＝

E：
計
画
支
出
が
総
所
得
と
等
し
く
な
る
条
件
式
が
成
り
立
つ
と
し
て
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

（
１
）
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
・
ク
ロ
ス
に
お
け
る
総
所
得
の
値
を
求
め
な
さ
い
。
 

（
２
）
政
府
が
租
税
 
T＝

20
 
を
廃
止
し
て
、
比
例
所
得
税
 
T＝

0.
2Y

を
導
入
し
た
と
き
の
乗
数
効
果
の
値
を
求
め
な
さ

い
。
ま
た
、
そ
の
と
き
の
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
・
ク
ロ
ス
に
お
け
る
総
所
得
の
値
も
求
め
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
IS
-L
M
モ
デ
ル
に
関
す
る
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
流
動
性
の
罠
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
流
動
性
の
罠
に
お
け
る
財
政
支
出
拡
大
の
効
果
と
名
目
貨
幣
供
給
拡
大
の
効
果
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
な
さ
い
。 

   

 

 

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

   【【
商商
学学
】】
  
    
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
以以
下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
歴
史
的
変
遷
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
整
理
・
説
明
し
た
後
、
当
該
領
域
の
今

日
的
な
重
要
性
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
あ
げ
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
論
じ
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
次
の
用
語
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。
 

①
 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
「
差
別
化
」
 

②
 
市
場
細
分
化
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
 

   問問
題題

２２
  
  
 以以

下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
19
90

年
代
前
後
か
ら
多
数
の
バ
イ
ヤ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
取
引
を
行
う

e
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

プ
レ
イ
ス
が
構
築
さ
れ
た
。
そ
の
参
加
者
た
ち
に
も
た
ら
す
効
用
を
、
代
表
的
な

e
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
プ
レ
イ
ス
を
具
体
的

に
あ
げ
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
次
の
用
語
の
う
ち
２
つ
を
選
ん
で
説
明
し
な
さ
い
。
 

①
 
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
 

②
 
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
 

③
 
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

   

 

       

 ２
０
２
４
年
度

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
 （

一
般
入
試

  
２
期
）

 

大
学

院
経

営
学

研
究

科
・

修
士

課
程

 
入

学
選

考
試

験
問

題
 

（
１
科
目
・
２
題
：
試
験
時
間
９
０
分
）

 
【

 １
０
：
０
０

 ～
 １

１
：
３
０

 】
 

２
０
２
４
年
 
２
月
１
９
日
実
施

 
東

 京
 経

 済
 大

 学
 大

 学
 院

 
経

  
 営

  
 学

  
 研

  
 究

  
科

 
 

 

   【【
経経
済済
学学
】】
    
  
  ※※

    
以以
下下
のの
問問
題題
１１
・・
問問
題題
２２
のの
両両
方方
とと
もも
解解
答答
しし
なな
ささ
いい
  

問
題
１
に
つ
い
て
は
問
題
１
の
解
答
用
紙
を
、
問
題
２
に
つ
い
て
は
問
題
２
の
解
答
用
紙
を
、
必
ず
使
用
の
こ
と
。
  

  問問
題題

１１
  
   
以以
下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
  

問
１
 
ギ
ッ
フ
ェ
ン
財
と
は
、
ど
の
よ
う
な
財
か
、
具
体
例
を
あ
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。
説
明
に
あ
た
り
「
価
格
下
落
」
、

「
所
得
効
果
」、
「
代
替
効
果
」
の
用
語
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
用
語
を
使
用
す
る
と
き
、
用
語
に
下
線
（
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
）
を
引
く
こ
と
。
 

 

問
２
 
独
占
企
業
の
逆
需
要
曲
線
が

p＝
25
00
－
5q

で
、
総
費
用
曲
線
（
TC
）
が

TC
＝
5q

2 ＋
10
0q
＋
20

で
与
え
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
p：

価
格
、
q：

数
量
 
と
す
る
。
 

（
１
）
独
占
企
業
が
利
潤
を
最
大
に
す
る
と
き
の
価
格
と
生
産
量
を
計
算
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
独
占
企
業
が
利
潤
を
最
大
に
す
る
と
き
と
、
社
会
的
余
剰
を
最
大
に
す
る
よ
う
に
政
府
が
介
入
す
る
と
き
で
、
社
 

会
的
余
剰
の
大
き
さ
は
ど
の
く
ら
い
変
化
す
る
か
、
計
算
し
な
さ
い
。
 

   問問
題題

２２
  
  
 以以

下下
のの
問問
１１
とと
問問
２２
のの
両両
方方
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
 

 
問
１
 
以
下
の
マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
 

E＝
C＋

I＋
G,
  
C＝

30
＋
0.
75
(Y
－
T)
, 
 T
＝
20
, 
 I
＝
20
0,
  
G＝

13
0.
 

た
だ
し
、
E：

計
画
支
出
、
Y：

総
所
得
、
C：

消
費
、
I：

投
資
、
G：

政
府
支
出
、
T：

租
税
 
と
す
る
。
 

ま
た
、
Y＝

E：
計
画
支
出
が
総
所
得
と
等
し
く
な
る
条
件
式
が
成
り
立
つ
と
し
て
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

（
１
）
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
・
ク
ロ
ス
に
お
け
る
総
所
得
の
値
を
求
め
な
さ
い
。
 

（
２
）
政
府
が
租
税
 
T＝

20
 
を
廃
止
し
て
、
比
例
所
得
税
 
T＝

0.
2Y

を
導
入
し
た
と
き
の
乗
数
効
果
の
値
を
求
め
な
さ

い
。
ま
た
、
そ
の
と
き
の
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
・
ク
ロ
ス
に
お
け
る
総
所
得
の
値
も
求
め
な
さ
い
。
 

 

問
２
 
IS
-L
M
モ
デ
ル
に
関
す
る
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
 

（
１
）
流
動
性
の
罠
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
 

（
２
）
流
動
性
の
罠
に
お
け
る
財
政
支
出
拡
大
の
効
果
と
名
目
貨
幣
供
給
拡
大
の
効
果
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
な
さ
い
。 
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２
０

２
４

年
４

月
入

学
 

１
期

入
試

（
修

士
一

般
）

 

 

大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
研

究
科
 
修
士
課
程

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

入
学

選
考

試
験

問
題

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
試
験

時
間
 

基
礎

・
専
門
課
題

あ
わ
せ

て
 
９

０
分

）
 

 

2
0
2
3
年

1
0
月

7
日

実
施
 

東
京

経
済

大
学

大
学

院
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

研
究
科

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  

 
  
 
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

 

基
礎
課
題
 

    
問

１
 

次
の

事
項

の
中

か
ら

３
つ

を
選

び
、

そ
れ

ぞ
れ

１
５

０
字

以
内

で
説

明
し

な
さ

い
。

 

 

１
．

プ
ロ

パ
ガ
ン

ダ
 

 

２
．

ネ
ッ

ト
検
閲

 

 

３
．

バ
ズ

る
 

 

４
．

エ
ゴ

サ
ー
チ

（
eg

o
s
u
r
fi
n
g）

 

 

５
．

ア
バ

タ
ー
（
a
v
at

a
r
）

 

 

６
．

リ
ベ

ン
ジ
消

費
（
報
復

性
消

費
）
 

 

 

問
２

 
次
の

主
題
の

中
か
ら

１
つ
を

選
び
、

６
０
０

字
以
内

で
論
じ

な
さ
い

。
 

 

１
．

ネ
ッ

ト
広
告

の
台
頭

 

 

２
．

ス
マ

ホ
依
存

 

 

３
．
「

空
気
を

読
む
」

 

 

４
．

中
国

の
「
光

棍
節
」
（
独

身
の
日

）
の
販

売
戦
略

 

 

 

２
０

２
４

年
４

月
入

学
 

１
期

入
試

（
修

士
一

般
）

 

 

大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
研

究
科
 
修
士
課
程

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

入
学

選
考

試
験

問
題

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
試
験

時
間
 

基
礎

・
専
門
課
題

あ
わ
せ

て
 
９

０
分

）
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
 
  
 
  
 
 
  

2
0
2
3
年

1
0
月

7
日

実
施
 

東
京

経
済

大
学

大
学

院
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

研
究
科

  
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
 
  
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 

 

専
門
課
題
 

   
 

次
の

主
題

の
中

か
ら

１
つ

を
選

び
、

１
，

０
０

０
字

程
度

で
あ

な
た

の
考

え
を

含
め

て
論

述
し

な
さ

い
。

 

 

１
．

グ
ロ

ー
バ
ル

化
と
自

民
族
中

心
主
義

 

 

２
．

生
成

AI
の

功
罪
 
 

 

３
．

日
本

の
ポ
ッ

プ
カ
ル

チ
ャ
ー

の
強
み

 

 

４
．

Z
世
代

の
消
費

行
動
 

 

 

２
０

２
４

年
４

月
入

学
 

１
期

入
試

（
修

士
一

般
）

 

 

大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
研

究
科
 
修
士
課
程

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

入
学

選
考

試
験

問
題

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
試
験

時
間
 

基
礎

・
専
門
課
題

あ
わ
せ

て
 
９

０
分

）
 

 

2
0
2
3
年

1
0
月

7
日

実
施
 

東
京

経
済

大
学

大
学

院
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

研
究
科

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  

 
  
 
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

 

基
礎
課
題
 

    
問

１
 

次
の

事
項

の
中

か
ら

３
つ

を
選

び
、

そ
れ

ぞ
れ

１
５

０
字

以
内

で
説

明
し

な
さ

い
。

 

 

１
．

プ
ロ

パ
ガ
ン

ダ
 

 

２
．

ネ
ッ

ト
検
閲

 

 

３
．

バ
ズ

る
 

 

４
．

エ
ゴ

サ
ー
チ

（
eg

o
s
u
r
fi
n
g）

 

 

５
．

ア
バ

タ
ー
（
a
v
at

a
r
）

 

 

６
．

リ
ベ

ン
ジ
消

費
（
報
復

性
消

費
）
 

 

 

問
２

 
次
の

主
題
の

中
か
ら

１
つ
を

選
び
、

６
０
０

字
以
内

で
論
じ

な
さ
い

。
 

 

１
．

ネ
ッ

ト
広
告

の
台
頭

 

 

２
．

ス
マ

ホ
依
存

 

 

３
．
「

空
気
を

読
む
」

 

 

４
．

中
国

の
「
光

棍
節
」
（
独

身
の
日

）
の
販

売
戦
略

 

 

 

２
０

２
４

年
４

月
入

学
 

１
期

入
試

（
修

士
一

般
）

 

 

大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
研

究
科
 
修
士
課
程

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

入
学

選
考

試
験

問
題

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
試
験

時
間
 

基
礎

・
専
門
課
題

あ
わ
せ

て
 
９

０
分

）
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
 
  
 
  
 
 
  

2
0
2
3
年

1
0
月

7
日

実
施
 

東
京

経
済

大
学

大
学

院
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

研
究
科

  
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
 
  
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 

 

専
門
課
題
 

   
 

次
の

主
題

の
中

か
ら

１
つ

を
選

び
、

１
，

０
０

０
字

程
度

で
あ

な
た

の
考

え
を

含
め

て
論

述
し

な
さ

い
。

 

 

１
．

グ
ロ

ー
バ
ル

化
と
自

民
族
中

心
主
義

 

 

２
．

生
成

AI
の

功
罪
 
 

 

３
．

日
本

の
ポ
ッ

プ
カ
ル

チ
ャ
ー

の
強
み

 

 

４
．

Z
世
代

の
消
費

行
動
 

 

 

コミュニケーション学研究科

159



２
０

２
４

年
４

月
入

学
 

２
期

入
試

（
修

士
一

般
）

 

 

大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
研

究
科
 
修
士
課
程

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

入
学

選
考

試
験

問
題

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
試
験

時
間
 

基
礎

・
専
門
課
題

あ
わ
せ

て
 
９

０
分

）
 

 

2
0
2
4
年

2
月

1
9
日

実
施
 

東
京

経
済

大
学

大
学

院
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

研
究

科
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  

 
  
 
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

 

基
礎
課
題
 

    
問

１
 

次
の

事
項

の
中

か
ら

３
つ

を
選

び
、

そ
れ

ぞ
れ

１
５

０
字

以
内

で
説

明
し

な
さ

い
。

 

 

１
．

 
オ

タ
ク

 

 

２
．

 
万

博
（

国
際
博

覧
会
）

 

 

３
．

 
フ

ェ
イ

ク
動
画

 

 

４
．

 
ク

ラ
ウ

ド
コ
ン

ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン

グ
 

 

５
．

 
機

械
学

習
 

 

６
．

 
（

統
計

学
上
の

）
相
関

関
係
 

  

問
２

 
次
の

主
題
の

中
か
ら

１
つ
を

選
び
、

６
０
０

字
以
内

で
論
じ

な
さ
い

。
 

 

１
．

 
国

営
放

送
と
公

共
放
送

 

 

２
．

 
カ

ス
タ

マ
ー
ジ

ャ
ー
ニ

ー
 

 

３
．

 
オ

ー
バ

ー
ツ
ー

リ
ズ
ム

 

 

４
．

 
中

国
の

「
一
帯

一
路
」

構
想
 

 

２
０

２
４

年
４

月
入

学
 

２
期

入
試

（
修

士
一

般
）

 

 

大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
研

究
科
 
修
士
課
程

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

入
学

選
考

試
験

問
題

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
試
験

時
間
 

基
礎

・
専
門
課
題

あ
わ
せ

て
 
９

０
分

）
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
 
  
 
  
 
 
  

2
0
2
4
年

2
月

1
9
日

実
施
 

東
京

経
済

大
学

大
学

院
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学

研
究

科
  
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
 
  
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 

 

専
門
課
題
 

   
 

次
の

主
題

の
中

か
ら

１
つ

を
選

び
、

１
，

０
０

０
字

程
度

で
あ

な
た

の
考

え
を

含
め

て
論

述
し

な
さ

い
。

 

 

１
．

 
シ

ョ
ー

ト
動
画

の
興
隆

 

 

２
．

 K
ポ

ッ
プ

の
グ
ロ

ー
バ
ル

化
 

 

３
．

 
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
上
の

人
権
侵

害
 

 

４
．

 
リ

モ
ー

ト
ワ
ー

ク
に
お

け
る
情

報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
の
課

題
 

 

２
０

２
４

年
４

月
入

学
 

２
期

入
試

（
修

士
一

般
）

 

 

大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
研

究
科
 
修
士
課
程

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

入
学

選
考

試
験

問
題

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
試
験

時
間
 

基
礎

・
専
門
課
題

あ
わ
せ

て
 
９

０
分

）
 

 

2
0
2
4
年

2
月

1
9
日

実
施
 

東
京

経
済

大
学

大
学

院
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

研
究

科
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
  
 
  
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
  

 
  
 
 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

 

基
礎
課
題
 

    
問

１
 

次
の

事
項

の
中

か
ら

３
つ

を
選

び
、

そ
れ

ぞ
れ

１
５

０
字

以
内

で
説

明
し

な
さ

い
。

 

 

１
．

 
オ

タ
ク

 

 

２
．

 
万

博
（

国
際
博

覧
会
）

 

 

３
．

 
フ

ェ
イ

ク
動
画

 

 

４
．

 
ク

ラ
ウ

ド
コ
ン

ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン

グ
 

 

５
．

 
機

械
学

習
 

 

６
．

 
（

統
計

学
上
の

）
相
関

関
係
 

  

問
２

 
次
の

主
題
の

中
か
ら

１
つ
を

選
び
、

６
０
０

字
以
内

で
論
じ

な
さ
い

。
 

 

１
．

 
国

営
放

送
と
公

共
放
送

 

 

２
．

 
カ

ス
タ

マ
ー
ジ

ャ
ー
ニ

ー
 

 

３
．

 
オ

ー
バ

ー
ツ
ー

リ
ズ
ム

 

 

４
．

 
中

国
の

「
一
帯

一
路
」

構
想
 

 

２
０

２
４

年
４

月
入

学
 

２
期

入
試

（
修

士
一

般
）

 

 

大
学
院
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
研

究
科
 
修
士
課
程

 
 

 
 

 
 
 

 
  

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

入
学

選
考

試
験

問
題

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
試
験

時
間
 

基
礎

・
専
門
課
題

あ
わ
せ

て
 
９

０
分

）
 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
 
  
 
  
 
 
  

2
0
2
4
年

2
月

1
9
日

実
施
 

東
京

経
済

大
学

大
学

院
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学

研
究

科
  
 
 
  
 
 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
  

 
 
  
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
  
 
 
 

 

専
門
課
題
 

   
 

次
の

主
題

の
中

か
ら

１
つ

を
選

び
、

１
，

０
０

０
字

程
度

で
あ

な
た

の
考

え
を

含
め

て
論

述
し

な
さ

い
。

 

 

１
．

 
シ

ョ
ー

ト
動
画

の
興
隆

 

 

２
．

 K
ポ

ッ
プ

の
グ
ロ

ー
バ
ル

化
 

 

３
．

 
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
上
の

人
権
侵

害
 

 

４
．

 
リ

モ
ー

ト
ワ
ー

ク
に
お

け
る
情

報
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
の
課

題
 

 

160


